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2019 年 1 月 27 日（日）の午後、長野県飯田市公民館に総研大院生 6 名がやや緊張した面持ちで集ま
ってきました。翌 28 日と 29 日に長野県飯田高校で実施する高校生との交流会や授業を実施するためで
す。高校生と年齢が近い大学院生が研究の面白さや魅力、そして高校時代に自分の将来についてどう考え
ていたのかを熱く語ってもらい、高校生の参考にしてもらう、全国的にみても先端的な取り組みです。 

























































































（発表は 13 専攻） 
各 10 分 
ディスカッション 全員 
閉会の挨拶 中村理事 
出席者:各専攻より 16 名、葉山より 8 名が参加 
総研大物理科学研究科天文科学専攻により、総研大ア
ジア冬の学校「SOKENDAI-UST Asia Winter School 
2019 (以下 SAWS2019) "Star and Planet Formation: 
Key Questions and Challenges" 」が 2019 年 2 月 27 日
から 3 月 1 日に国立天文台三鷹キャンパスにおいて開催
されました。今年度は韓国の UST (University of Science 
& Technology)との共催により、日本国内からの参加者








総研大アジア冬の学校 "Star and Planet Formation: 
Key Questions and Challenges"を開催 
グループ討論の様子 








半 1 日半の講義では、総研大や UST、国内外の大学や研
究機関から招待した星・惑星形成研究の専門家 12 名によ
る最新の研究成果と未解明問題についての紹介がありま














ールプログラムが 2019 年 3 月 4 日（月）～7 日
（木）に国立天文台大セミナー室で開催されまし





























文台 先端技術センター/総研大 物理科学研究科天文科学専攻）】 






地域文化学 1 名、国際日本研究 3 名、日本文学研
究 2 名（うち論文博士 2 名）、構造分子科学 1 名、
機能分子科学 1 名（うち論文博士 1 名）、天文科学
3 名、核融合科学 2 名、宇宙科学 2 名、加速器科学
2 名、物質構造科学 1 名、素粒子原子核 2 名、統計
科学 5 名、極域科学 1 名、情報学 8 名、遺伝学 4 名
（うち論文博士 1 名）、基礎生物学 5 名、生理科学
3 名、生命共生体進化学 3 名 【総務課総務係】 
3/22 平成３０年度春季学位記授与式を挙行 
体験学習の様子 
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2019 年 4 月 3 日（水）、葉山キャンパスにおいて、初め
ての試みとして、湘南国際村自治会と葉山町上山口町内会
との共催で、湘南国際村セミナーを開催しました。セミナ
















2019 年 4 月 5 日（金）、KEK つくばキャンパスの研究本館会議室にて、新入生ガイダンスが行われま














4/5 高エネルギー加速器科学研究科 新入生ガイダンスを実施 
KEK つくばキャンパスでの集合写真 ガイダンスの様子 
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2019 年 4 月 9 日（火）、葉山キャンパス講堂にて、平成 31 年度春季入学式が行われ、97 名の新入生
を迎えました。学長式辞は本学ウェブページ（https://www.soken.ac.jp/news/6189/）でご覧ください。 
新入生の専攻別人数内訳は以下のとおりです。 
文化科学研究科 13 名（地域文化学専攻 3 名、比較文化学専攻 2 名、国際日本研究専攻 4 名、日本歴
史研究専攻 2 名、日本文学研究専攻 2 名）、物理科学研究科 23 名（構造分子科学専攻 3 名、機能分
子科学専攻 5 名、天文科学専攻 6 名、核融合科学専攻 2 名、宇宙科学専攻 7 名）、高エネルギー加速
器科学研究科 7 名（加速器科学専攻 3 名、物質構造科学専攻 1 名、素粒子原子核専攻 3 名）、複合科
学研究科 32 名（統計科学専攻 12 名、極域科学専攻 7 名、情報学専攻 13 名）、生命科学研究科 19 名
（遺伝学専攻 6 名、基礎生物学専攻 10 名、生理科学専攻 3 名）、先導科学研究科 3 名（生命共生体
進化学専攻 3 名）                             【総務課総務係】 
 機能分子科学専攻長、分子科学研究所長 川合眞紀 教授
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 構造分子科学専攻 小林玄器 准教授 「田川記念固体化学奨励賞」を受賞
【URL】https://www.ims.ac.jp/news/2019/04/02_4297.html 
 天文科学専攻長、国立天文台長 常田佐久 教授 「日本学士院賞」を受賞
【URL】http://www.japan-acad.go.jp/japanese/news/2019/031201.html 





氏名 部門 所属・役職 業績名 







































総研大 複合科学研究科統計科学専攻 助教 
スピングラス理論に基づく 
統計的機械学習の研究 
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2019.4.10 
史上初、ブラックホールの撮影に成功 ― 地球サイズの電波









教員：本間希樹  国立天文台水沢 VLBI 観測所,総合研究大学院大学 教授，観測所長 
秦和弘  国立天文台水沢 VLBI 観測所,総合研究大学院大学 助教 
池田思朗  統計数理研究所,総合研究大学院大学,国立天文台, Kavli IPMU 教授 
永井洋  国立天文台アルマプロジェクト,総合研究大学院大学 特任准教授 
学生：崔玉竹 総合研究大学院大学,国立天文台水沢 VLBI 観測所 学生 
 津田修一郎 総合研究大学院大学 学生 
【URL】https://www.nao.ac.jp/news/science/2019/20190410-eht.html 
 京都新聞 夕刊 現代のことば「津波をめぐる記憶の継承」
【掲載】比較文化学専攻 吉田憲司 教授 
【日時】2019 年 2 月 27 日(水) 
 毎日新聞 朝刊 みんぱく公開講演会
「アンデス文明の起源を求めて―日本人研究６０年の軌跡と展望」
【掲載】比較文化学専攻 関雄二 教授 
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日程 時間 イベント名称（リンク） 実施専攻・基盤機関 
2019/2/21 
- 5/7 







10:00 - 17:00 特別展「子ども／おもちゃの博覧会」 
国立民族学博物館 
（笹原亮二教授） 




2019/5/18 13:00 - 17:00 前期専攻説明会 生命共生体進化学専攻 
2019/5/25 13:00 - 17:55 国立遺伝学研究所 大学院一日体験会 遺伝学専攻 


















2019/6/7 13:45 - 19:45 前期オープンキャンパス 生命共生体進化学専攻 


















－ 2019 年度 夏の体験入学（第 16 回） 核融合科学専攻 
2019/8/29 
- 11/26 




Event Calendar イベント情報 
※原則として、総研大専攻としての行事のみを掲載します。 
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 古本募金（きしゃぽん）の運用開始について
本学では、2019 年 4 月 1 日より古本募金（きしゃぽん）の運用を開始しました。 
古本募金（きしゃぽん）は、本・DVD など使い終わったものをリサイクル換金して寄附できる新し













2019 年 5 月発行 
編集・発行 
国立大学法人 総合研究大学院大学 
総合企画課広報社会連携係 
神奈川県三浦郡葉山町(湘南国際村) 
TEL 046-858-1629 
FAX 046-858-1648 
Email kouhou1(at)ml.soken.ac.jp 
※(at)は@に変換してください。 
広報社会連携係では、メディアを通じて総研大の研究成果を広
く社会に発信しています。特に、総研大在学生が筆頭著者として
研究論文を出版する際、プレスリリースを行う場合は、総研大と
所属専攻(基盤機関)との共同プレスリリースを行っておりますの
で、是非総研大広報社会連携係までご連絡ください。 
各専攻の学生・担当教員の「メディア出演」、「受賞・表彰」
および「地域社会と連携・密着したアウトリーチ活動等の社会連
携・貢献活動」についてニューズレター、ウェブ掲載等により発
信しておりますので、各種情報を是非お寄せください。 
研究論文を投稿する場合や、メディア等に出演される場合は、
「総合研究大学院大学」と表記いただきますよう、総研大の知名
度向上にご協力をお願いいたします。 
